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 NIA 日本語教室の行事のひとつ、七夕スピ

ーチ茶話会が 7月 4日（月）、7 月 6日（水）、

7月 7日（木）、7月 9日（土）の各教室で行

われました。 

 当日、学習者たちはまずささやかなスナッ

ク菓子と飲み物をいただきながら、願いごと

を書いた短冊を笹にかざります。 

 次のイベントはスピーチです。テーマは自

由で、各自が出席した学習者、ボランティア

みなさんの前でしゃべります。でもこれがた

いへんなのです。学習者は日本語を勉強して

2 週間ぐらいの人もいますし、5 年も勉強し

ている人もいて、そのレベルはバラバラです。

そしてボランティアもたいへんです。自分の

名前と「ありがとう」しか言えない学習者に

持ち時間の 3 分も話をさせるのはほとんど難

しいのです。そういう場合は無理をせず、名

前と出身国と好きな食べ物ぐらいを言えれば

ＯＫとしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学習者本人は自分の番が来るまでどんな気

持ちでいるんでしょうか。おそらくドキドキ

でしょう。話すメモを書いた紙をヒザの上に

置いてジーっと見ています。他の人のスピー

チなど耳に入っていないようです。また話さ

れていることもわからないかもしれません。 

 さて自分の番が来ました。もう足がガクガ

クです。「どうしよう！」それでもつっかえつ

っかえしながら何とか話ができました。「みな

さん、拍手をしてくれた！」「やったぜベイビ

ー！わたししゃべれちゃいました！」終わっ

た後の、学習者たちの安堵の表情はなんとも

いえません。 

 七夕という文化をちょっと味わい、スピー

チでちょっと自信を持ち、ちょっとちょっと

を体験した一日でしたが、彼、彼女たちはこ

れからの日本語学習を一層楽しくやってくれ

ることでしょう。 

 

日本語教室の七夕スピーチ茶話会が開かれました 

「やったぜベイビー！しゃべれちゃいました」 
                                   横田英子（日本語教室部会）  

   

ショウイ・アン・デラ・ローサさん（フィリピン）の
スピーチ後の笑顔。木曜学習会で。 

木曜日の七夕スピーチ茶話会に参加のみなさん。 


